
背景

協同型作文教育支援システムTEachOtherSにおける
活動管理機構の実現

活動管理機構
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協同型作文教育支援システムTEachOtherS

◼グループ活動を含む作文教育を支援

◼ Webアプリケーションとして実現

（国立国語研究所）

想定する活動形態

②小グループで話し合い ③全員で振り返り

①各自，作文 ②相互添削，③各自確認，
④振り返り（グループ）

⑤振り返り（全員）

①各自，評価

◼相互添削タイプ

◼単一文章評価タイプ

概要

相互添削 単一文章評価

作文（全員） 作文（管理者のみ）

相互添削 個別添削

グループ振り返り グループ振り返り

全体振り返り 全体振り返り

⚫ 活動管理者が活動に合わせて，変更

⚫ フェーズごとに，グループ，編集・閲覧

権限などを自動設定

◼ ２タイプの活動１回を単位として，

活動管理者が管理

◼ 活動管理者がシステム管理者の

支援なしに，活動全体を管理可能

教師教育，初年次教育など教師教育，初年次教育など

◼ ２カテゴリ１６種類の

ラベルを定義可能

◼ 振り返り時に，コメント

の分類，フィルタリング

に利用可能

◼ ユーザ・アカウント

• 活動管理者が作成・配布

• ユーザごとに個別URL

◼ グループ分け

• 自動＋手動で分割

例： 自動で3分割＋手動で微調整

ユーザ・グループ管理

活動フェーズ管理

添削ラベル管理

アカデミック・ライティング，日本語教育，初年次教育などアカデミック・ライティング，日本語教育，初年次教育など

準備 ① 作文 ② 相互添削
③④ 各自確認＋

振り返り（グループ）
⑤ 振り返り

（全体）

⚫ 添削ラベル

定義

⚫ アカウント

作成・配布

自：書込可

他：閲覧不可

自：閲覧可

他：添削可
自：閲覧可

他：閲覧可
自：閲覧可

他：閲覧可

グループ分け グループ分け添削結果のマージ

◼ 三つの観点から活動の管理機構を実装

(a) ユーザ・グループ管理

(b) 活動フェーズ管理

(c) 添削ラベル管理するための機能

◼ 実装したシステムを用いて，試行的実践を

実施中（これまで４種類を実行）

まとめ

管理機構の必要性

国語研究所(2009): 作文対訳データベース，JaEnSG080_01_1.txt で作例

◼ 次郎→太郎（相互添削フェーズ）

◼ 三郎→太郎（相互添削フェーズ）

◼ 太郎（全体振り返りフェーズ，添削結果マージ）

◼ ユーザ，グループの管理

◼ 活動結果（作文，添削結果など）の管理

◼ 自由記述のコメントの

振り返りでの利用・管理
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